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【年通号数】公開・登録公報2019-043
【出願番号】特願2018-75163(P2018-75163)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月26日(2021.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カードユニットから入力される遊技価値を持コイン数として記憶する枠制御基板と、遊
技の進行を制御する主制御基板と、を備え、前記枠制御基板と前記主制御基板とを双方向
通信可能に接続し、前記主制御基板に始動レバー（スイッチ）と回胴停止ボタン（スイッ
チ）とを接続し、前記枠制御基板にベットスイッチを接続した回胴式遊技機であって、
　前記枠制御基板には、前記ベットスイッチの操作に応じてベット数を前記持コイン数か
ら減算し、前記主制御基板から受信する入賞に応じたコイン数を前記持コイン数に加算す
る持コイン数加減算手段と、
　前記主制御基板には、前記ベットスイッチの操作に関するデータを前記枠制御基板から
受信すると前記始動レバーの操作を可能とし、始動レバーの操作に起因して抽選を行う抽
選手段と、該抽選手段による抽選結果を前記枠制御基板に送信する抽選結果送信手段と、
　
　前記枠制御基板は、接続された専用スイッチの操作量に従って記憶する前記持コイン数
を前記カードユニットに移動させる移動手段と、
　を備えたことを特徴とする回胴式遊技機。
【請求項２】
　カードユニットから入力される遊技価値を持コイン数として記憶する枠制御基板と、遊
技の進行を制御する主制御基板と、を備え、前記枠制御基板と前記主制御基板とを双方向
通信可能に接続し、前記主制御基板に始動レバー（スイッチ）と回胴停止ボタン（スイッ
チ）とベットスイッチとを接続した回胴式遊技機であって、
　前記枠制御基板には、前記主制御基板から受信する前記ベットスイッチの操作に応じた
ベット数を前記持コイン数から減算し、前記主制御基板から受信する入賞に応じたコイン
数を前記持コイン数に加算する持コイン数加減算手段と、
　前記主制御基板には、前記ベットスイッチが操作されると前記始動レバーの操作を可能
とし、始動レバーの操作に起因して抽選を行う抽選手段と、該抽選手段による抽選結果を
前記枠制御基板に送信する抽選結果送信手段と、
　前記枠制御基板は、接続された専用スイッチの操作量に従って記憶する前記持コイン数
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を前記カードユニットに移動させる移動手段と、
　を備えたことを特徴とする回胴式遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記課題に鑑みてなされた請求項１に記載の回胴式遊技機は、
　カードユニットから入力される遊技価値を持コイン数として記憶する枠制御基板と、遊
技の進行を制御する主制御基板と、を備え、前記枠制御基板と前記主制御基板とを双方向
通信可能に接続し、前記主制御基板に始動レバー（スイッチ）と回胴停止ボタン（スイッ
チ）とを接続し、前記枠制御基板にベットスイッチを接続した回胴式遊技機であって、
　前記枠制御基板には、前記ベットスイッチの操作に応じてベット数を前記持コイン数か
ら減算し、前記主制御基板から受信する入賞に応じたコイン数を前記持コイン数に加算す
る持コイン数加減算手段と、
　前記主制御基板には、前記ベットスイッチの操作に関するデータを前記枠制御基板から
受信すると前記始動レバーの操作を可能とし、始動レバーの操作に起因して抽選を行う抽
選手段と、該抽選手段による抽選結果を前記枠制御基板に送信する抽選結果送信手段と、
前記枠制御基板は、接続された専用スイッチの操作量に従って記憶する前記持コイン数を
前記カードユニットに移動させる移動手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項２に記載の回胴式遊技機は、
　カードユニットから入力される遊技価値を持コイン数として記憶する枠制御基板と、遊
技の進行を制御する主制御基板と、を備え、前記枠制御基板と前記主制御基板とを双方向
通信可能に接続し、前記主制御基板に始動レバー（スイッチ）と回胴停止ボタン（スイッ
チ）とベットスイッチとを接続した回胴式遊技機であって、
　前記枠制御基板には、前記主制御基板から受信する前記ベットスイッチの操作に応じた
ベット数を前記持コイン数から減算し、前記主制御基板から受信する入賞に応じたコイン
数を前記持コイン数に加算する持コイン数加減算手段と、
　前記主制御基板には、前記ベットスイッチが操作されると前記始動レバーの操作を可能
とし、始動レバーの操作に起因して抽選を行う抽選手段と、該抽選手段による抽選結果を
 前記枠制御基板に送信する抽選結果送信手段と、前記枠制御基板は、接続された専用ス
イッチの操作量に従って記憶する前記持コイン数を前記カードユニットに移動させる移動
手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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